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念
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現
代
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（
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）

一

は
じ
め
に

　

天
台
大
師
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
が
『
摩
訶
止
観
』
で
説
く
「
一
念
三

千
」
は
、
周
知
の
通
り
、
不
可
思
議
な
る
対
象
と
し
て
人
間
の
心
を
表
し
た
言

葉
で
、
三
千
と
い
う
数
字
は
法
華
経
の
十
如
是
（
現
象
界
を
形
成
す
る
構
成
要

因
と
原
理
）
と
地
獄
界
か
ら
仏
界
ま
で
の
十
界
、
そ
し
て
五
蘊
（
陰
）
世
間・

衆
生
世
間・

国
土
世
間
の
三
種
世
間
の
乗
数
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
我
々
の

心
は
本
来
具
有
し
て
い
る
聖
者
を
含
め
た
十
種
の
善
悪
の
人
格
的
要
因
（
十
界
）

と
現
象
界
（
十
如
是
）、
さ
ら
に
環
境
的
外
部
要
因
を
含
め
た
存
在
の
差
異
性

（
三
種
世
間
）
の
関
係
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
、
心
に
は
「
他
者
」
が

存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
人
間
の
精
神
（
実

体
視
さ
れ
る
心
で
は
な
く
、
関
係
性
の
中
か
ら
誘
発
す
る
精
神
）
に
焦
点
を
当

て
た
一
念
三
千
と
い
う
理
論
を
、
精
神
分
析
が
提
唱
す
る
二
つ
の
視
点
、
自
我

論
と
主
体
論
に
基
づ
い
て
考
察
を
加
え
、
仏
教
の
人
間
観
の
一
端
に
つ
い
て
、

す
な
わ
ち
『
摩
訶
止
観
』
と
精
神
分
析
が
示
す
心
と
他
者
と
の
関
係
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
心
」
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
心
理
学
や
精
神
医
学
が
専
門
分
野
と
し

て
牽
引
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
心
」
を
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
主
に
病
や

社
会
問
題
な
ど
に
対
処
す
る
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
た
だ
し
、「
心
」
の

研
究
を
専
門
と
す
る
心
理
学
や
精
神
医
学
の
分
野
で
も
、
仏
教
と
同
様
に
複
数

の
学
派
や
派
生
し
た
分
野
が
存
在
し
、
現
在
で
は
、
第
三
世
代
の
心
理
療
法
と

し
て
、
仏
教
瞑
想
に
始
ま
る
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
が
取
り
入
れ
ら
れ
、「
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
低
減
法
」
や
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
認
知
療
法
」
と
い
う
よ
う
に
、

一
部
の
新
し
い
療
法
に
仏
道
修
行
や
仏
教
思
想
が
援
用
さ
れ
て
い
る
。

　

仏
教
学
で
も
、
瞑
想
法
の
科
学
的
解
明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
脳
科
学
や
心

理
学
と
連
携
す
る
研
究
が
確
認
で
き
る（
１
）。
一
部
の
研
究
者
の
間
で
は
「
仏
教
心

理
学
」
と
い
う
研
究
分
野
が
立
ち
上
が
っ
て
学
会
も
設
立
さ
れ
、
心
に
主
眼
を

置
く
、「
仏
教
に
基
づ
く
心
理
学
」
の
定
着
へ
と
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
思
想
と
し
て
の
仏
教
思
想
を
援
用
し
て
、
西
欧
の
哲
学
者
や
社
会

学
者
が
「
心
」
の
究
明
を
試
み
て
い
る（
２
）。

つ
ま
り
、
仏
教
の
修
行
法
で
あ
る
瞑

一
念
三
千
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現
代
的
解
釈
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想
と
い
う
実
践
に
基
づ
き
、「
心
」
を
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
方
法
が
と

ら
れ
て
い
る
一
方
、
哲
学
、
社
会
学
な
ど
の
人
文
科
学
の
研
究
分
野
で
も
「
心
」

を
解
明
す
る
研
究
が
そ
れ
ぞ
れ
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
異
分
野
に
お
け

る
「
心
」
に
関
す
る
研
究
を
統
合
す
る
、
共
通
し
た
テ
ー
マ
が
設
定
で
き
て
い

な
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
鑑
み
、
本
研
究
は
仏
教
学
と
い
う
研
究
分
野
か
ら
、

「
心
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
を
提
起
し
、
哲
学・

社
会
学・

文
学・

生
命
科

学
と
い
う
分
野
と
応
答
す
る
こ
と
で
、「
心
」
を
複
眼
的
に
分
析
し
よ
う
と
試
み

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
起
点
と
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
で
説
明
さ
れ
た
心
相
で
あ

る
「
一
念
三
千
」
に
着
目
し
、
現
代
的
意
味
に
つ
い
て
解
釈
を
試
み
た
い
。

一
、
仏
教
と
心
の
研
究

　

心
の
学
問
と
し
て
心
理
学
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
明
治
期
で
あ
り（
３
）、
西

周
（
一
八
二
九
～
一
八
九
七
）
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
後
、
私
塾
に
て
心
理
学
を
講

義
し
て
い
る
。
西
欧
か
ら
輸
入
さ
れ
た
心
理
学
を
仏
教
と
関
係
づ
け
た
の
は
、

原
坦
山
（
一
八
一
九
～
一
八
九
二
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
原（
４
）は
曹
洞

宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
出
家
以
前
に
西
洋
医
学
を
学
ん
で
い
た
た
め
、
仏
教
研
究

に
実
験
実
証
の
方
法
を
取
り
入
れ
、「
仏
仙
社
」
を
創
設
し
て
身
心
の
調
和
を
整

え
る
医
方
を
提
唱
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
方
で
、
東
京
帝
国
大
学
（
現・

東
京

大
学
）
で
初
め
て
仏
典
講
義
を
行
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
原
の
著
書

に
は
『
心
性
実
験
録
』
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
す
で
に
現
代
で
い
う
脳
科
学

を
取
り
入
れ
た
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、「
惑
病
同
源
苦
因
一
体（
５
）」

と
し
て
捉
え

て
、「
仏
教
心
理
学
、
生
理
学
、
医
学
等
」
を
研
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
病
や

苦
悩
の
原
因
を
根
絶
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
６
）。

　

と
こ
ろ
で
、
心
の
学
問
と
し
て
の
心
理
学
の
歴
史
は
、
ア
ン
リ・

エ
ラ
ン
ベ

ル
ジ
ェ
の
著
書
に
基
づ
け
ば
、
す
で
に
未
開
民
族
の
呪
術
的
医
療
や
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
そ
の
起
源
を
確
認
で
き
る
と
い
う（
７
）。

エ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
が
指
摘
す
る

中
に
、
ア
ジ
ア
の
事
例
も
確
認
で
き
、「
哲
学
的
、
宗
教
的
な
教
説
に
立
脚
し
た

精
神
修
養
技
術（
８
）」
と
し
て
イ
ン
ド
の
ヨ
ガ
と
仏
教
の
禅
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
が
「
精
神
修
養
技
術
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
心
理
学
は
心
に
発

生
す
る
な
ん
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
を
治
療
す
る
方
法
と
し
て
出
発
し
、
現
代
の
精

神
医
療
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
エ
ラ
ン
ベ
ル
ジ
ェ
の
総
合
的
視
点
で

は
な
く
、
著
名
な
研
究
者
に
基
づ
い
て
心
の
研
究
分
野
の
名
称
を
あ
げ
れ
ば
、

フ
ロ
イ
ト
に
関
し
て
は
精
神
分
析
、
ユ
ン
グ
は
分
析
心
理
学
、
ア
ド
ラ
ー
は
個

人
心
理
学
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
が
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
精
神
分

析
と
心
理
学
の
両
方
の
名
称
が
使
わ
れ
て
い
て
、
素
人
に
と
っ
て
そ
の
違
い
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る（
９
）。
そ
こ
で
、
精
神
分
析
と
心
理
学
に
つ
い
て

の
差
異
を
、
精
神
医
学
を
含
め
た
片
岡
一
竹
氏
の
分
類
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
（
（1
（

。

Ａ
．
精
神
医
学

→
雑
多
な
「
社
会
的
不
適
合
者
」
の
中
か
ら
「
精
神
を
病
む
人
」
が
抽
出

さ
れ
、
ひ
と
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
医
学
的
な
治
療・

診
断
の
対
象
と
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三

す
る

資
格
：
国
家
資
格

目
的
：
患
者
の
治
療
＝
投
薬
治
療
～
症
状
を
消
失
さ
せ
る

Ｂ
．
臨
床
心
理
学

→
心
理
学
と
は
…
…
人
間
の
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
た
め
の
学
問
全
般

（
大
き
い
範
疇
、
大
学
の
学
問
）
～
教
育
心
理
学
、
社
会
心
理
学
、
発
達
心

理
学
な
ど

→
心
理
的
な
ト
ラ
ブ
ル
や
異
常
を
扱
い
、
臨
床
実
践
を
行
う

資
格
：
民
間
資
格

目
的
：
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
援
助
＝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
～
健
康
な
心
理
状
態

に
戻
す

Ｃ
．
精
神
分
析

→
前
提
：
健
常
者
は
い
な
い
～
す
べ
て
の
人
は
神
経
症
者
、
精
神
病
者
、

倒
錯
者
（
自
閉
症
者
）
と
い
う
「
生
き
方
の
構
造
」
に
分
類
さ
れ
る

資
格
：
精
神
分
析
を
受
け
る

目
的
：
自
分
自
身
が
納
得
で
き
る
生
き
方
へ
と
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
す
る

＝
理
想
に
苦
し
め
ら
れ
な
く
な
る

　

精
神
医
学
と
臨
床
心
理
学
は
「
治
療
」
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
、「
心
理
学
」
だ
け
の
場
合
は
、
臨
床
を
含
め
、
人
間
の
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

知
る
た
め
の
学
問
全
般
の
総
称
と
も
い
え
、
教
育
学
や
社
会
学
、
経
済
学
な
ど

の
文
化
系
の
研
究
分
野
に
も
応
用
さ
れ
て
、
他
方
、
民
間
資
格
に
よ
っ
て
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
行
為
と
い
う
治
療
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
が
精
神
分
析
は
、
す
べ
て
の
人
間
の
心
は
不
健
康
で
あ
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
そ
の
人
間
に
適
す
る
生
き
方
へ
と
導
く

と
い
う
も
の
で
、
倫
理
と
も
呼
べ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
精
神
分
析
は
、

治
療
を
伴
う
医
療
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
哲
学
や
宗
教
に
近
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
そ
こ
で
、
仏
教
を
精
神
分
析
や
心
理
学
に
関
係
づ

け
る
研
究
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
み
た
い
。

二
、
精
神
分
析
や
心
理
学
か
ら
見
る
仏
教

　

現
代
で
は
、
仏
教
と
心
理
学
、
あ
る
い
は
精
神
分
析
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

す
で
に
多
く
の
著
書
や
論
文
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
手
元
に
あ
る
著
書

に
限
っ
て
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
出
版
年
順
）。

①
鈴
木
大
拙
／
エ
リ
ッ
ヒ・

フ
ロ
ム
／
リ
チ
ャ
ー
ド・

デ・

マ
ル
テ
ィ
ー

ノ
『
禅
と
精
神
分
析
』（
翻
訳
初
版
一
九
六
〇
年
、
東
京
創
元
社
）

②
岸
田
秀
／
三
枝
充
悳
『
仏
教
と
精
神
分
析
』（
一
九
九
三
年
、
青
土
社
）

③
河
合
隼
雄
『
ユ
ン
グ
心
理
学
と
仏
教
』（
一
九
九
五
年
、
岩
波
書
店
）

④
松
戸
行
雄
『
現
代
に
生
き
る
仏
法
―
自
分
を
見
つ
め
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
た
め
に
―
』（
一
九
九
五
年
、
み
く
に
書
房
）

⑤
小
此
木
啓
吾
／
北
山
修
編
『
阿
闍
世
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
』（
二
〇
〇
一

年
、
創
元
社
）

⑥
安
藤
治
『
心
理
療
法
と
し
て
の
仏
教
』（
二
〇
〇
三
年
、
法
蔵
館
）
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⑦
マ
ー
ク・

エ
プ
ス
タ
イ
ン
『
ブ
ッ
ダ
の
サ
イ
コ
セ
ラ
ピ
ー
』（
翻
訳
初
版

二
〇
〇
九
年
、
春
秋
社
）

⑧
岡
野
守
也
『
仏
教
と
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
』（
二
〇
一
〇
年
、
佼
成
出
版

社
）

⑨
永
尾
雄
二
郎
／
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー・

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
／
生
田
孝
『
仏
教

精
神
分
析
』『
続・
仏
教
精
神
分
析
』（
二
〇
一
六
年・

二
〇
一
八
年
、
い

ず
れ
も
金
剛
出
版
）

⑩
藤
能
成
編
著
『
仏
教
と
心
理
学
の
接
点　

浄
土
心
理
学
の
提
唱
』（
二
〇

一
六
年
、
法
蔵
館
）

　

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
研
究
著
書
は
ほ
ん
の
一
部
だ
が
、
大
半
の
研
究
は
心
理

学
者
や
精
神
医
学
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
臨
床
的
事
例
を
伴
う
研
究
で
あ

る
。
他
方
、
仏
教
学
者
、
あ
る
い
は
仏
教
者
（
宗
教
実
践
者
）
の
立
場
か
ら
論

じ
ら
れ
て
い
る
著
書
が
松
戸
氏
と
藤
氏
の
二
書
（
宗
教
実
践
者
と
し
て
岡
野
氏

の
研
究
を
含
め
れ
ば
三
書
）
で
あ
る
。
ま
た
着
目
さ
れ
て
い
る
仏
教
の
内
容
と

し
て
は
、
方
法
と
し
て
の
瞑
想
が
主
流
で
あ
り
、
思
想
と
し
て
禅
と
唯
識
に
よ
っ

て
主
に
心
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
研
究
が
、
松
戸
氏
と
永
尾
氏
、
藤
氏
の
仏
教

側
か
ら
心
理
学
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
三
氏
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
日
本
仏
教
の
宗
派
に
根
ざ
し
た
教
学
を
基
底
に
、
精
神
分
析
や
心

理
学
の
臨
床
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
、
松
戸
氏
は
日
蓮
教

学
、
永
尾
氏
と
藤
氏
は
親
鸞
教
学
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
れ
ば
、
松
戸
氏
の
場
合
は
宗
教
的
色
彩
が

濃
く
、
唯
識
と
近
い
考
え
方
で
、
三
世
に
わ
た
る
業
因
に
基
づ
い
て
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
教
学
に
お
い
て
は
、
罪
深
い
人
間

存
在
を
そ
の
ま
ま
諦
め
る
こ
と
で
懊
悩
を
解
消
す
る
と
い
う
臨
床
事
例
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
稿
を
改
め
て
お
こ
な
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
仏
教
を
精
神
分
析
や
心
理
療
法
へ
応
用
す
る
事
例
は
少
な
く
な
く
、
現
在

で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
し
て
仏
教
瞑
想
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
れ

ば
、
仏
教
と
心
理
学
と
の
親
和
性
を
認
め
る
こ
と
は
容
易
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

そ
こ
に
あ
る
心
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
異
な
り
、

綿
密
に
分
析
さ
れ
た
唯
識
の
学
説
に
基
づ
い
て
心
理
学
や
精
神
分
析
が
描
く
心

と
の
共
通
性
を
見
い
だ
す
研
究
、
あ
る
い
は
、
禅
の
境
地
に
正
し
い
心
の
あ
り

方
を
見
い
だ
す
も
の
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
止
観
と
い
う

瞑
想
法
に
着
目
し
、
天
台
大
師
智
顗
が
講
じ
た
『
摩
訶
止
観
』
に
示
さ
れ
る
心

の
分
析
と
、
精
神
分
析
理
論
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

三
、『
摩
訶
止
観
』
の
一
念
三
千
論

　

一
念
三
千
は
『
摩
訶
止
観
』
第
七
章
「
正
修
」
で
説
か
れ
る
が
、
冒
頭
部
分

で
は
、
止
観
と
い
う
方
法
に
つ
い
て
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

①
開ﾝ テｲ
止
観ﾝ ヲｱ 

爲ﾝ スﾚ

十ﾝ ト

。
一ﾝ ニ
ハ陰
界
入
。
二ﾝ ニ
ハ煩
悩
。
三ﾝ ニ
ハ病
患
。
四ﾝ ニ
ハ業
相
。
五ﾝ ニ
ハ

魔
事
。
六ﾝ ニ
ハ禅

定
。
七ﾝ ニ
ハ諸

見
。
八ﾝ ニ
ハ増

上
慢
。
九ﾝ ニ
ハ二

乗
。
十ﾝ ニ
ハ菩

薩ﾝ 之

。（
中
略
）



一
念
三
千
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現
代
的
解
釈
（
三
輪
）

五

陰ﾝ ノ 

在ﾝ ル
ハ

ﾚ

初ﾝ ニ

者
二
義ﾝ ア
リ

。
一ﾝ ニ
ハ

現
前
。
二ﾝ ニ
ハ 

依ﾝ ルﾚ

経ﾝ ニ

（
（1
（

。

止
観
を
開
い
て
十
と
な
す
。（
中
略
）
陰
が
初
め
に
あ
る
は
二
義
な
り
。
一

つ
に
は
現
前
、
二
つ
に
は
経
に
よ
る
。

　

天
台
大
師
智
顗
は
、
止
観
と
い
う
修
行
に
よ
る
対
境
を
十
項
目
あ
げ
て
い
る
。

最
初
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
対
境
が
陰
入
界
境
で
、
続
け
て
煩
悩
境
が
あ
げ
れ
ら

れ
る
。
陰
入
界
と
は
「
三
科
」
と
も
い
い
、
五
陰・

十
二
入・

十
八
界
の
こ
と

で
、
五
陰
は
個
人
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
を
顕
し
、
十
二
入
は
感
覚
器
官
と

そ
の
対
象
、
十
八
界
は
感
覚
器
官
が
そ
の
対
象
と
接
触
し
て
起
こ
る
認
識・

判

断
で
あ
り
、
人
間
存
在
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
人
間
存
在
が
実
体
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
く
た
め
に
、

五
陰・

十
二
入・

十
八
界
と
い
う
複
数
の
要
素
の
集
ま
り
（
蘊
）・

関
係
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
陰
入
界
が
第
一
の
観
察
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
理
由
は
二
つ
あ
り
、

一
つ
が
仏
教
に
お
い
て
人
間
存
在
は
必
然
的
存
在
で
あ
る
た
め
、
も
う
一
つ
が

必
ず
仏
典
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
だ
と
い
う
。
換
言
す
る
と
、
陰
入
界

境
と
い
う
人
間
存
在
は
、
仏
教
の
主
要
テ
ー
マ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
又
行
人ﾝ ノ

受ﾝ タ
ル

ﾚ

身ﾝ ヲ

誰ﾝ カ

不ﾝ ラ
ン

ｲ

陰
入ﾝ ナ
ラ

ｱ

。
重
擔
現
前ﾝ ス

。
是ﾝ ノ

故ﾝ ニ

初ﾝ ニ

観ﾝ ス

（
（1
（
。

ま
た
、
行
人
が
身
を
受
け
れ
ば
誰
れ
か
陰・

入
に
あ
ら
ざ
ら
ん
、
重
担
が

現
前
す
、
こ
の
ゆ
え
に
初
め
に
観
ず
る
な
り
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
世
界
で
身
体
を
も
つ
者
は
か
な
ら
ず
陰
入
を
も
つ
以
上
、
重

荷
と
し
て
の
身
体
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

③
夫ﾝ レ

五
陰
与ｲ

四
大ｱ

合ﾝ ス

。
若ﾝ シ

不ﾝ ン
ハ

ｲ

照
察ﾝ セｱ

不ﾚ

覚ﾝ セｲ

紛
馳ﾝ ヲｱ

。
如ﾝ シｲ

閉ﾝ テﾚ

舟ﾝ ヲ

順ﾅﾝ ス
ル
カ

水ﾝ ニ

。
寧ﾝ ン
ソ知ﾝ ラ
ン

ｲ

奔
迸ﾝ ヲｱ

。
若ﾝ シ

其ﾝ レ

迴ﾝ リ

泝ﾝ レ
ハ始ﾝ テ

覚ﾝ スｱ

馳
流ﾝ ヲｱ

。
既ﾝ ニ

観ﾝ ス
レ
ハ

ｲ

陰ﾝ ノ

果ﾝ ヲｱ

則ﾝ チ

動ﾝ スｲ

煩
悩ﾝ ノ

因ﾝ ヲｱ

。
故ﾝ ニ

次ﾝ テｲ

五
陰ﾝ ニｱ

而
論ﾝ スｲ

四
分ﾝ ヲｱ

也
（
（1
（

。

そ
れ
五
陰
と
四
大
と
号
す
。
も
し
照
察
せ
ず
ん
ば
、
紛
馳
を
覚
せ
ず
。
舟

を
閉
じ
て
水
に
順
ず
る
が
ご
と
く
、
な
ん
ぞ
奔
迸
を
知
ら
ん
や
。
も
し
そ

れ
廻
り
泝
れ
ば
、
始
め
て
馳
流
を
覚
る
。
す
で
に
陰
の
果
を
観
ず
れ
ば
す

な
わ
ち
煩
悩
の
因
を
動
か
す
が
ゆ
え
に
、
五
陰
に
次
い
で
四
分
（
三
毒
が

別
々
に
起
こ
る
こ
と
を
三
分
、
同
時
に
起
こ
る
こ
と
を
一
分
と
す
る
）
を

論
ず
る
な
り
。

　

対
境
で
あ
る
煩
悩
境
に
つ
い
て
、
智
顗
は
舟
と
川
の
流
れ
に
譬
え
て
解
説
し
、

舟
＝
五
陰
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
川
の
流
れ
＝
煩
悩
の
複
雑
な
動
き
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
。
そ
れ
以
降
の
項
目
に
つ
い
て
は
詳
述
を
避
け
る
が
、
仏

道
修
行
に
お
い
て
陰
入
界
を
観
察
す
れ
ば
、
自
ず
と
煩
悩
境
以
下
九
つ
の
対
象

を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

④
第
一ﾝ ニ

観ﾝ ス
ト
ハ

ｲ

陰
入
界
境ﾝ ヲｱ

者
。
謂ﾝ フ
之

ｲ

五
陰
十
二
入
十
八
界ﾝ ヲｱ

也
。
陰ﾝ ト
ハ者
陰ｲ

蓋ﾝ ス
ル
之

善
法ﾝ ヲｱ

。
此ﾝ レ

就ﾝ テﾚ

因ﾝ ニ

得ﾚ

名ﾝ ヲ

。
又
陰ﾝ ハ

是ﾝ レ

積
聚ﾝ 之

。
生
死
重
沓ﾝ ス

。
此ﾝ レ

就ﾝ テﾚ

果ﾝ ニ

得ﾚ

名ﾝ ヲ

。

亦ﾝ タ

名ﾝ クｲ

輸
門ﾝ トｱ

。
界ﾝ ハ

名ﾝ ケｲ

界
別ﾝ ニｱ

。
亦ﾝ タ

名ﾝ クｲ

性
分ﾝ ニｱ

。（
中
略
）
又
分
別ﾝ ス
ル
ニ九
種ﾝ ア
リ
。

一
期ﾝ ノ

色
心ﾝ ヲ

名ﾝ クｲ

果
報ﾝ ノ

五
陰ﾝ トｱ

。（
中
略
）
如ﾝ キﾚ

是ﾝ ノ

種
種
。
源ﾝ ト

従ﾝ リﾚ

心
出ﾝ ツ

。（
中
略
）

若ﾝ シ

依ﾝ ラ
ハ

ｲ

華
厳ﾝ ニｱ

云ﾝ ク

。
心ﾝ ハ

如ﾝ クｲ

工ﾝ ナ
ル画
師ﾝ ノｱ

。
画ﾝ ク
ト

ｲ

種
種ﾝ ノ

五
陰ﾝ ヲｱ

。
界
内
界
外
一
切
世

間ﾝ ノ

中
。
莫ﾝ シﾚ

不ﾝ ルｲ

従ﾝ リﾚ

心
造ﾝ セｱ

（
（1
（

。

陰
は
善
法
を
陰
蓋
す
。
こ
れ
は
因
に
つ
い
て
名
を
得
る
な
り
。
ま
た
陰
は
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こ
れ
積
聚
な
り
。
生
死
が
重
沓
す
。
こ
れ
は
果
に
つ
い
て
名
を
得
る
な
り
。

入
は
渉
入
な
り
。
ま
た
輸
門
と
名
づ
く
。
界
は
界
別
に
名
づ
け
、
ま
た
性

分
に
名
づ
く
。（
中
略
）
ま
た
、
分
別
す
る
に
九
種
あ
り
。（
中
略
）
こ
の

ご
と
き
種
種
は
、
源
は
心
よ
り
生
ず
。（
中
略
）
界
内・

界
外
の
一
切
世
間

の
中
に
心
よ
り
造
ら
ざ
る
は
な
し
。

　

次
に
、
そ
の
観
察
方
法
と
し
て
、
十
種
の
方
法
で
あ
る
「
十
乗
観
法
」
が
説

か
れ
る
。
智
顗
は
、
そ
こ
で
も
陰
入
界
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。「
陰
」
と
は

善
を
覆
い
隠
し
、
結
果
と
し
て
生
死
の
苦
し
み
が
積
み
重
な
る
と
い
う
意
味
で

あ
り
、「
入
」
と
は
外
と
関
わ
り
を
持
つ
入
り
口
で
あ
り
、「
界
」
と
は
認
識
が

異
な
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、
五
陰
を
分
別
し
て
九
種
を
あ
げ
て
、

そ
の
よ
う
な
五
陰
の
変
化
は
心
か
ら
生
ず
る
と
し
、
界
内・

界
外
（
欲
界・

色

界・

無
色
界
の
三
界
の
内
外
）
の
す
べ
て
の
現
象
は
心
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

⑤
然ﾝ ニ

界
内
外ﾝ ノ

一
切ﾝ ノ

陰
入ﾝ ハ

皆
由ﾝ テﾚ

心ﾝ ニ

起ﾝ ル

。
仏
告ﾝ ケ
玉
ハ
ク

ｲ

比
丘ﾝ ニｱ

。
一
法ﾝ ニ

摂ﾝ スｲ
一
切
法ﾝ ヲｱ

所ﾝ ルﾚ

謂ﾝ ハ

心
是ﾝ レ
之。
論ﾝ ニ

云ﾝ ク

。
一
切ﾝ ノ

世
間ﾝ ノ

中ﾝ ニ
ハ但ﾝ タ

有ﾝ リｲ

名ﾝ ト

与ﾝ レｱ

色ﾝ ト

。
若ﾝ シ

欲ﾝ セ
ハ

ｲ

如ﾝ クﾚ
実ﾝ ノ

観ﾝ セ
ン
ト

ｱ
。

但ﾝ タ

当ﾝ ニﾚ

観ﾝ ス
ヘ
シ

ｲ

名
色ﾝ ヲ

。
心ﾝ ハ

是ﾝ レ

惑ﾝ ノ

本タ
ル
事
其ﾝ ノ

義
如ﾝ シﾚ

是ﾝ ノ

。（
中
略
）
置ﾝ テｲ

色
等ﾝ ノ

四

陰ﾝ ヲｱ

。
但ﾝ タ

観ﾝ スｲ

識
陰ﾝ ヲｱ

。
識
陰ﾝ ハ

者
心
是
也
（
（1
（

。

し
か
る
に
、
界
の
内
外
の
一
切
の
陰
入
は
み
な
心
に
由
り
て
起
る
な
り
。

（
中
略
）『
論
』
に
い
わ
く
、「
一
切
の
世
間
の
中
に
は
、
た
だ
名
と
色
と
の

み
あ
り
、
も
し
実
の
ご
と
く
観
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
た
だ
ま
さ
に
名
と
色
を

観
ず
べ
し
」
と
。
心
が
こ
れ
惑
の
本
な
る
こ
と
、
そ
の
義
は
こ
の
ご
と
し
。

（
中
略
）
色
等
の
四
陰
を
置
い
て
、
た
だ
識
陰
を
観
ず
べ
し
。
識
陰
と
は
心

こ
れ
な
り
。

　

④
と
同
様
に
、
三
界
内
外
の
事
象
は
心
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
し
た
上
で
、『
増

一
阿
含
経
』
と
『
大
智
度
論
』
を
引
用
す
る
。
い
ず
れ
の
引
用
も
、
結
論
と
し

て
、
こ
の
世
界
は
五
陰
し
か
な
く
、
心
が
迷
い
の
原
因
で
あ
る
か
ら
、
五
陰
の

中
で
も
、
ま
ず
識
陰
で
あ
る
心
を
観
察
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ
る
。

　

続
け
て
「
心
を
観
ず
る
に
十
の
法
門
を
具
す
」
と
し
て
、
観
不
思
議
境・

起

慈
悲
心・

巧
安
止
観・

破
法
徧・

識
通
塞・

修
道
品・

対
治
助
開・

知
次
位・

能
安
忍・

無
法
愛
の
十
乗
観
法
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
第
一
と
し
て
説
示

さ
れ
る
の
が
観
不
思
議
境
で
あ
る
。

⑥
一ﾝ ニ

観ﾝ スｲ

心ﾝ ハ

是ﾝ レ

不
可
思
議ﾝ ノ

境ﾝ 之
ト

ｱ

者
。
此ﾝ ノ

境
難ﾝ シﾚ

説ﾝ ク
事
。
先ﾝ ツ

明ﾝ シｲ

思
議ﾝ ノ

境ﾝ ヲ

。
令ﾝ ムｲ

不

思
議ﾝ ノ

境ﾝ ヲ
〆
易ﾅﾝ カ
ラ
顕ﾝ ハ
シ
。（
中
略
）
不
可
思
議ﾝ ノ

境ﾝ ト
ハ
者
。
如ﾝ シｲ

華
厳ﾝ ニ

云ﾝ フ
カ

ｱ

。
心ﾝ ハ

如ﾝ シｲ

工ﾝ ナ
ル

画
師ﾝ ノ

造ﾝ ル
ヲ

ｲ

種
種ﾝ ノ

五
陰ﾝ ヲｱ

。
一
切
世
間ﾝ ノ

中
。
莫ﾝ シ
ト

ﾚ

不ﾝ ル
事

ｲ

從ﾝ リﾚ

心
造ﾝ セｱ

。
種
種ﾝ ノ

五
陰ﾝ ト
ハ

者
。
如ﾝ キｲ

前ﾝ ノ

十
法
界ﾝ ノ

五
陰ﾝ ノｱ

也
。
法
界ﾝ ト
ハ者
三ﾝ ノ

義ﾝ ア
リ。
十
数ﾝ ハ

是ﾝ レ

能
依
。
法
界ﾝ ハ

是ﾝ レ

所

依
。
能
所
合ﾝ 〆

称ﾝ ス

。
故ﾝ ニ

言ﾝ フｱ

十
法
界ﾝ トｱ

。
又
此ﾝ ノ

十
法
各
各ﾝ ノ

因
各
各ﾝ ノ

果
。
不ｲ

相ﾝ ヒ

混

濫ﾝ セｱ

。
故ﾝ ニ

言ﾝ フｲ

十
法
界ﾝ トｱ

。
又
此ﾝ ノ

十
法
一
一ﾝ ノ

当
体
。
皆
是ﾝ レ

法
界ﾝ 之

。
故ﾝ ニ

言ﾝ フｲ

十
法

界ﾝ トｱ

云
云
（
（1
（

。

心
は
こ
れ
不
可
思
議
の
境
な
り
と
感
ず
る
は
、
こ
の
境
は
説
く
こ
と
難
し
。

先
づ
思
議
の
境
を
明
か
し
、
不
可
思
議
の
境
を
し
て
顕
わ
し
易
か
ら
し
む
。

（
中
略
）
法
界
に
は
三
つ
の
義
あ
り
。
十
の
数
は
こ
れ
能
依
、
法
界
は
こ
れ

所
依
に
し
て
、
能・

所
を
合
わ
せ
て
称
す
る
が
ゆ
え
に
十
の
法
界
と
い
う
。
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ま
た
、
こ
の
十
法
は
お
の
お
の
因
、
お
の
お
の
果
に
し
て
あ
い
混
濫
せ
ざ

る
が
故
に
十
法
の
界
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
十
法
は
一
一
の
当
体
が
み
な

こ
れ
法
界
な
る
が
故
に
十
法
界
と
い
う
、
云
々
。

　

観
察
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
最
初
の
名
目
が
観
不
思
議
境
で
あ
る
。
心
は

思
議
を
超
え
た
対
象
で
あ
り
、
説
明
し
に
く
い
と
し
て
、
ま
ず
思
議
可
能
な
対

象
と
し
て
心
か
ら
生
ず
る
一
切
法
と
し
て
十
界
の
因
果
を
明
示
し
て
い
く
。
妙

楽
大
師
湛
然
（
七
一
一
～
七
八
二
）
の
注
釈
に
基
づ
け
ば
（
（1
（

、
法
華
経
以
外
の
小

乗
大
乗
い
ず
れ
も
十
界
の
因
果
を
心
生
と
い
う
の
で
思
議
、
実
は
こ
の
十
界
が

心
に
具
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
不
可
思
議
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑦
十
法
界
通ﾝ 〆

称ﾝ ス
レ
ト
モ

ｲ

陰
入
界ﾝ トｱ

。
其ﾝ レ

実ﾝ ニ
ハ
不
同ﾝ 之

。
三
途ﾝ ハ

是ﾝ レ

有
漏ﾝ ノ

悪ﾝ ノ

陰
界
入ﾝ 之

。
三

善ﾝ ハ

是ﾝ レ

有
漏ﾝ ノ

善ﾝ ノ

陰
界
入ﾝ 之

。
二
乗ﾝ ハ

是ﾝ レ

無
漏ﾝ ノ

陰
界
入ﾝ 之

。
菩
薩ﾝ ハ

是ﾝ レ

亦
有
漏
亦
無
漏ﾝ ノ

陰

界
入ﾝ 之

。
仏ﾝ ハ

是ﾝ レ

非
有
漏
非
無
漏ﾝ ノ

陰
界
入ﾝ 之

。（
中
略
）
以ﾝ テ
ノ

ｲ
十
種ﾝ ノ

陰
界
不
同ﾝ ナ
ル
ヲ

ｱ

故ﾝ ニ

。

故ﾝ ニ

名ﾝ クｲ

五
陰ﾝ ノ

世
間ﾝ トｱ

也
（
（2
（

。

十
法
界
を
通
じ
て
陰
入
界
と
称
す
る
も
、
そ
の
実
は
不
同
な
り
。
三
途
は

こ
れ
有
漏
の
悪
の
陰
界
入
な
り
、
三
善
は
こ
れ
有
漏
の
善
の
陰
界
入
な
り
、

二
乗
は
こ
れ
無
漏
の
陰
界
入
な
り
、
菩
薩
は
こ
れ
亦
有
漏
亦
無
漏
の
陰
界

入
な
り
、
仏
は
こ
れ
非
有
漏
非
無
漏
の
陰
界
入
な
り
。（
中
略
）
十
種
の
陰

界
が
不
同
な
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
、
ゆ
え
に
五
陰
世
間
と
名
づ
け
る
な

り
。

⑧
況ﾝ ン
ヤ
十
界
衆
生
。
寧ﾝ ロ

得ﾝ ンﾚ

不ﾝ ル
ヲ

ﾚ

異
。
故ﾝ ニ

名ﾝ クｲ

衆
生
世
間ﾝ トｱ

也
（
（2
（

。

い
わ
ん
や
十
界
の
衆
生
も
、
な
ん
ぞ
異
な
ら
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
ゆ
え

に
衆
生
世
間
と
名
づ
け
る
な
り
。

⑨
土
土
不
同ﾝ 之

。
故ﾝ ニ

名ﾝ クｲ

國
土
世
間ﾝ トｱ

也
。
此ﾝ ノ

三
十
種ﾝ ノ

世
間ﾝ ハ

悉ﾝ ク

從ﾝ リﾚ

心
造ﾝ ス

（
（2
（。

土
土
は
不
同
な
る
が
ゆ
え
に
国
土
世
間
と
名
づ
け
る
な
り
。
こ
の
三
十
種

の
世
間
は
こ
と
ご
と
く
心
よ
り
造
る
。

　

さ
ら
に
、
十
界
そ
れ
ぞ
れ
の
五
陰
に
言
及
す
る
。
で
は
、
十
法
界
と
は
な
に

か
。
湛
然
の
説
明
に
基
づ
く
と
、「
法
界
」
と
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
空・

仮・

中

の
三
諦
で
み
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
説
明
の
便
宜
上
、
区
別
す
る
の
だ
と
い
う
（
（2
（

。

す
な
わ
ち
、
智
顗
は
法
界
に
は
三
種
の
意
味
が
あ
り
、
第
一
に
空
観
で
は
、
十

と
い
う
数
字
は
能
依
、
依
る
べ
き
も
の
で
あ
る
十
の
主
体
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
依
存
す
る
法
界
を
顕
し
た
能
所
一
体
の
十
法
界
と
い
う
意
味
、
第

二
に
仮
観
で
は
十
界
そ
れ
ぞ
れ
の
因
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
第
三
に
中
観
で

は
十
界
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
法
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
（2
（

。
十
と
い
う
数
字
は
違

い
を
表
す
仮
観
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
果
を
持
つ
が
、
実
相
が
あ
る
の
だ

か
ら
す
べ
て
が
空
で
あ
り
、
こ
れ
が
十
法
界
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
義
に

基
づ
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
果
が
混
乱
す
る
こ
と
な
く
、
陰
入
界
に
は
十
種
の

違
い
、
地
獄・

餓
鬼・

畜
生
＝
三
途
の
悪
、
修
羅・

人・

天
＝
三
善
の
善
、
二

乗
、
菩
薩
、
仏
の
違
い
が
あ
り
、
こ
の
異
な
っ
た
五
陰
が
集
ま
っ
た
も
の
が
五

陰
世
間
で
あ
り
（
引
用
文
⑦
）、
五
陰
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
衆
生
と
言
っ
て

も
、
衆
生
の
最
上
位
が
仏
な
の
だ
か
ら
、
そ
こ
に
は
や
は
り
十
種
の
違
い
が
あ

り
、
異
な
る
衆
生
の
集
ま
り
を
衆
生
世
間
と
い
う
（
引
用
文
⑧
）。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
衆
生
の
住
ま
う
国
土
に
も
十
種
あ
る
わ
け
で
、
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
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る
国
土
の
集
ま
り
を
国
土
世
間
と
い
い
（
引
用
文
⑨
）、
合
わ
せ
て
三
十
種
の
異

な
り
が
心
か
ら
生
ず
る
。

⑩
衆
生
世
間ﾝ ハ

既ﾝ ニ

是ﾝ レ

仮
名ﾝ 之

。
無ﾝ シｲ

体ﾝ ノ

分
別ﾝ ス
ル

ｱ

。
攬ﾝ テｲ

実
法ﾝ ヲｱ

仮ﾝ ニ

施
設ﾝ ス
ル

耳
。
所ﾝ ルﾚ

謂ﾝ ハ

悪
道ﾝ ノ

衆
生ﾝ ノ

相
性
体
力
究
竟
等ﾝ 之

云
云
。（
中
略
）
国
土
世
間ﾝ ニ

亦ﾝ タ

具ﾝ スｲ

十
種ﾝ ノ

法ﾝ ヲｱ

。

所ﾝ ルﾚ

謂ﾝ ハ

悪ﾝ ノ

国
土
相
性
体
力
等
云
云
（
（2
（

。

衆
生
世
間
は
、
す
で
に
こ
れ
仮
名
に
し
て
体
の
分
別
は
な
し
、
実
法
を
攬
っ

て
仮
り
に
施
設
す
る
の
み
。
い
わ
ゆ
る
悪
道
の
衆
生
の
相・

性・

体・

力・

究
竟
等
な
り
。（
中
略
）
国
土
世
間
も
ま
た
十
種
の
法
を
具
す
。
い
わ
ゆ
る

悪
の
国
土
の
相・

性・

体・

力
等
な
り
云
云
。

⑪
夫ﾝ レ

一
心ﾝ ニ

具ﾝ スｲ

十
法
界ﾝ ヲｱ

。
一
法
界ﾝ ニ

又
具ﾝ ス
レ
ハ

ｲ
十
法
界ﾝ ヲｱ

百
法
界ﾝ 之

。
一
界ﾝ ニ

具ﾝ ス
レ
ハ

ｲ

三

十
種ﾝ ノ

世
間ﾝ ヲｱ

。
百
法
界ﾝ ニ

即ﾝ チ

具ﾝ スｲ

三
千
種
世
間ﾝ ヲｱ
。
此ﾝ ノ

三
千ﾝ ハ

在ﾝ リｲ

一
念ﾝ ノ

心ﾝ ニｱ

。
若ﾝ シ

無ﾝ ク
ン
ハ

ﾚ

心
而
已ﾝ ミ
ナ
ン。
介
爾ﾝ ニ

有ﾝ レ
ハ

ﾚ

心
即ﾝ チ

具ﾝ スｲ

三
千ﾝ ヲｱ

。（
中
略
）
若ﾝ シ

心
一
時ﾝ ニ

含ﾝ ス
ル
ハ

ｲ

一
切

法ﾝ ノｱ

者
。
此ﾝ レ

即ﾝ チ

是ﾝ レ

横ﾝ 之

。
縱ﾝ モ

亦ﾝ タ

不
可ﾝ 之

。
横ﾝ モ

亦ﾝ タ

不
可ﾝ 之

。
秖ﾝ タ

心
是ﾝ レ

一
切
法
。
一
切
法

是ﾝ レ

心ﾝ 之

。
故ﾝ ニ

非ﾝ スﾚ

縱ﾝ ニ

非ﾝ スﾚ

横ﾝ ニ

。
非ﾝ スﾚ

一ﾝ ニ

非ﾝ スﾚ

異ﾝ ニ

玄
妙
深
絶ﾝ 之

。
非ﾝ スｲ

識ﾝ ノ

所ﾅﾝ ニ

識ﾝ ル

。
非ﾝ スﾚ

言ﾝ ノ

所ﾅﾝ ニ

言ﾝ フ

。
所
以ﾝ ニ

称ﾝ 〆

為ﾝ スｲ

不
可
思
議
境ﾝ トｱ

。
意
在ﾝ リｲ

於
此ﾝ ニｱ

云
云
（
（2
（

。

そ
れ
一
心
に
十
の
法
界
を
具
す
。
一
つ
の
法
界
に
ま
た
十
の
法
界
を
具
す

れ
ば
百
の
法
界
な
り
。
一
つ
の
界
に
三
十
種
の
世
間
を
具
し
、
百
の
法
界

に
す
な
わ
ち
三
千
種
の
世
間
を
具
す
。
こ
の
三
千
は
一
念
の
心
に
あ
り
。

も
し
心
な
く
ん
ば
や
み
な
ん
、
介
爾
も
心
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
三
千
を
具
す
。

（
中
略
）
も
し
一
心
よ
り
一
切
の
法
を
生
ず
れ
ば
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
こ
れ

縦
な
り
、
も
し
心
が
一
時
に
一
切
の
法
を
含
め
ば
、
こ
れ
す
な
わ
ち
横
な

り
、
縦
も
ま
た
不
可
な
り
、
横
も
ま
た
不
可
な
り
。
た
だ
心
が
こ
れ
一
切

の
法
、
一
切
の
法
が
こ
れ
心
な
る
の
み
。

　

十
種
あ
る
五
陰
世
間
に
は
、
十
種
の
形
而
上
的
要
素
が
あ
る
。
そ
れ
が
十
如

是
で
あ
る
。
智
顗
は
相・

性・

体・

力・

作・

因・

縁・

果・

報
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
説
明
を
加
え
、
九
つ
の
要
素
が
「
本
末
究
竟
等
」
で
あ
る
こ
と
を
天
台

の
実
相
論
で
あ
る
空・

仮・

中
の
三
諦
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
。

　

心
に
十
如
是
が
具
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
智
顗
は
相・

性・

体・

力・

作・

因・

縁・

果・

報
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
、
三
途・

三
善・

二
乗・

仏
菩
薩
の
十
界
の
十
如
是
の
違
い
を
具
体
的
に
示
し
て
い
く
。
す
な
わ

ち
、
悪
道
の
衆
生
に
は
悪
の
十
如
が
あ
り
、
悪
の
国
土
に
も
悪
の
十
如
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
引
用
文
⑩
）。

　

こ
の
よ
う
な
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
心
の
様
相
が
総
括
し
て
説
か
れ

る
。
こ
れ
が
「
一
念
三
千
」
で
あ
る
。
説
明
し
て
き
た
要
素
の
数
を
す
べ
て
掛

け
合
わ
せ
、
三
千
と
い
う
数
字
を
導
き
出
し
て
「
こ
の
三
千
は
一
念
の
心
に
あ

り
。
も
し
心
な
く
ん
ば
や
み
な
ん
、
介
爾
に
も
心
あ
れ
ば
す
な
わ
ち
三
千
を
具

す
」
と
い
い
、
一
心
か
ら
す
べ
て
の
存
在
が
生
ず
る
の
で
も
な
く
（
竪
で
は
な

い
）、
す
べ
て
の
存
在
が
一
心
に
包
括
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
（
横
で
も
な

い
）
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
一
切
法
で
あ
り
、
す
べ

て
の
存
在
は
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
引
用
文
⑪
）。

　

以
上
が
、『
摩
訶
止
観
』
で
説
明
さ
れ
る
、
不
可
思
議
境
と
さ
れ
た
我
々
の
心

で
あ
る
。
こ
の
世
界
で
、
心
で
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
世
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界
の
現
象
を
知
れ
ば
心
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
私
の
心
」
な
る
も
の

は
、
こ
の
世
界
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
世
界
も
実
体
を

も
た
ず
、
私
の
心
が
生
み
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
換
言
す
れ
ば
、「
心
は
他
者
で
あ
り
、
他
者
は
心
で
あ
る
」

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
こ
の
一
念
三
千
の
心
観
に
つ
い
て
、
精
神
分
析
の
理
論
を
か
り
て
解

釈
を
試
み
た
い
。

２
．
一
念
三
千
と
精
神
分
析

　

ま
ず
、
精
神
分
析
の
主
体
と
自
我
に
つ
い
て
確
認
し
て
み
た
い
。
こ
の
考
察

に
お
い
て
は
、
ジ
ャ
ッ
ク・

ラ
カ
ン
の
精
神
分
析
理
論
に
基
づ
く
定
義
で
あ
る
（
（2
（

。

　

先
述
し
た
と
お
り
、
精
神
分
析
で
は
、
人
間
存
在
は
誰
も
が
病
で
あ
る
と
い

う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
す
で
に
主
体
を
失
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
分
析
主
体
」
と
は
精
神
分
析
家
で
は
な
く
、「
悩
め
る

者
」
自
身
で
あ
る
。
詳
述
す
れ
ば
、
精
神
分
析
は
病
気
の
人
を
健
康
に
し
た
り
、

歪
ん
だ
人
格
を
矯
正
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
悩
み
苦
し
む
人
が
自
ら
の

問
題
を
主
体
的
に
解
決
し
て
い
く
営
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
仏
教
と
共
通
し
た
考

え
方
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
で
説
か
れ
る
主
体
と
は
、
菩
提
心
を
持

ち
、
仏
を
目
指
し
修
行
す
る
者
の
こ
と
で
、『
摩
訶
止
観
』
で
い
え
ば
、
そ
の
主

体
が
正
修
行
に
入
り
、
陰
入
界
を
観
察
対
象
と
し
て
観
不
思
議
境
と
い
う
観
法

修
行
を
行
っ
た
結
果
、
一
念
三
千
の
境
地
に
至
り
、
悟
り
へ
の
歩
み
を
一
歩
進

め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
安
易
に
「
主
体
」
と
い
う
言
葉
を

使
用
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
人
間
と
い
う
主
体
、
す
な
わ
ち
、
精
神
分
析
で

い
う
「
主
体
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況

0

0

を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

主
体
と
は
想
像
（
ラ
カ
ン
は
想
像
界
と
名
づ
け
る
）
で
し
か
な
い
と
い
う
。

こ
の
想
像
と
し
て
の
主
体
は
鏡
よ
っ
て
定
着
す
る
。
こ
の
主
体
を
形
成
す
る
段

階
が
「
鏡
像
段
階
」
で
あ
る
。

　

鏡
像
段
階
論
は
、「〈
わ
た
し
〉
の
機
能
を
形
成
す
る
も
の
と
し
て
の
鏡
像
段

階
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
学
術
大
会
に
お
い
て
解
説
さ
れ
た
。

観
察
下
に
お
け
る
猿
の
よ
う
に
、
鏡
像
が
無
意
味
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

一
度
経
験
し
て
し
ま
え
ば
そ
れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
行
為
は
、
事
実
、
一
連
の
行
動
に
お
い
て
す
ぐ
に
子
供
の
精
神
に
意

外
な
局
面
を
も
た
ら
し
ま
す
。
子
ど
も
は
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
、
映
し
出
さ

れ
た
周
囲
と
自
分
の
鏡
像
を
積
極
的
に
受
け
容
れ
、
関
係
づ
け
る
行
動
に

で
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
仮
想
的
結
合
と
、
よ
り
現
実
的
な
も
の
―
そ

れ
は
自
分
自
身
の
体
や
人
格
、
さ
ら
に
は
自
分
の
周
囲
を
取
り
巻
く
対
象

物
―
と
を
関
係
づ
け
ま
す
（
（2
（

。

　

ラ
カ
ン
は
生
後
六
ヶ
月
か
ら
一
八
ヶ
月
の
幼
児
が
自
我
に
目
覚
め
る
こ
と
を

説
明
す
る
。
ま
ず
、
幼
児
は
鏡
に
映
っ
た
鏡
像
と
し
て
、
自
ら
の
身
体
と
周
り

の
環
境
と
の
関
係
を
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
的
（
全
体
構
造
）
に
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
把

捉
す
る
。

「
鏡
像
段
階
」
は
、
精
神
分
析
が
こ
の
用
語
に
あ
た
え
る
様
々
な
意
味
の
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な
か
で
同
一
化
（une idenification

）
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
十
分
で

す
。
つ
ま
り
、
鏡
像
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
主
体
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ

る
変
換
を
知
る
こ
と
―
鏡
像
段
階
で
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
結
果

は
、
精
神
分
析
論
に
お
け
る
イ
マ
ー
ゴ
と
い
う
古
い
用
語
に
よ
っ
て
十
分

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
（
（2
（

。

　

次
い
で
「
同
一
化
」
が
直
ち
に
訪
れ
る
。
ま
だ
口
の
き
け
な
い
幼
児
が
鏡
像

を
自
分
と
し
て
引
き
受
け
、
そ
の
後
成
長
す
る
「
わ
た
し
」
は
、
鏡
像
と
い
う

他
者
と
の
同
一
化
の
中
で
自
分
を
客
観
視
し
、
本
来
の
自
分
（
ラ
カ
ン
は
こ
れ

を
「
大
文
字
の
他
者
」
と
名
づ
け
る
）
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
ず
に
自
我
と
し

て
確
立
し
て
い
く
。
自
我
は
想
像
の
産
物
で
し
か
な
く
、
主
体
は
鏡
像
を
受
け

入
れ
た
と
き
か
ら
、
す
で
に
他
者
と
な
る
。
こ
こ
に
い
う
「
イ
マ
ー
ゴ
」
と
は

イ
マ
ー
ジ
ュ
の
ラ
テ
ン
語
で
、
Ｃ
．
Ｇ
．
ユ
ン
グ
が
概
念
化
し
た
言
葉
で
あ
り
、

母
親・

父
親・

兄
弟
（
姉
妹
）
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幼
児
期
に
強
い
愛
情

関
係
に
あ
っ
た
人
物
を
表
す
と
い
う
こ
と
で
、
普
通
は
異
性
の
親
の
姿
か
ら
つ

く
ら
れ
、
成
長
し
て
か
ら
行
動
や
そ
の
決
定
に
強
い
影
響
力
を
持
つ
と
さ
れ
て

い
る
（
（3
（

。

　

こ
う
し
て
人
間
は
「
主
体
」
を
失
い
、
真
実
の
姿
で
は
な
い
想
像
の
「
自
我
」

に
よ
っ
て
自
己
を
確
立
す
る
。
人
間
は
自
分
を
自
分
の
眼
で
認
識
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
鏡
像
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
（
映
像
全
般
）、
す
な
わ
ち
想
像

と
し
て
認
識
す
る
ほ
か
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
カ
ン
は
自
我
を
分
析
す
る

こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

あ
る
人
た
ち
は
、
分
析
の
操
作
を
「
今
こ
こ
」
に
限
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
し
、
そ
れ
は
、
分
析
者
が
「
今
こ
こ
」
に
見
い
だ
す
想
像
的
志
向
を
、

そ
の
志
向
が
明
ら
か
に
す
る
象
徴
的
関
係
か
ら
引
き
離
さ
な
け
れ
ば
実
際

に
は
有
用
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
今
こ
こ
」
で
は
、
主
体
の
自
我
―
こ
れ
は

《
わ
た
し
》、
つ
ま
り
一
人
称
の
か
た
ち
で
は
、
主
体
に
よ
っ
て
再
び
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
―
に
関
し
て
は
、
何
ひ
と
つ
読
み
取
れ
な

い
は
ず
で
あ
る
（
（3
（

。

　

人
間
は
想
像
に
よ
っ
て
仮
の
主
体
を
形
成
す
る
。
そ
れ
が
自
我
で
あ
る
。
こ

れ
を
換
言
す
る
と
、
人
間
に
は
核
と
な
る
本
質
、
す
な
わ
ち
本
来
の
存
在
な
る

主
体
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
人
称
で
は
な
い
他
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
精
神
分
析
家
で
あ
る
向
井
雅
明
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
人
間
に
は
内
的
な
自
我
に
相
当
す
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
代
わ

り
に
あ
る
の
は
自
ら
の
身
体
の
寸
断
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
な
い
。
外

部
の
鏡
の
な
か
の
イ
メ
ー
ジ
は
自
分
の
身
体
を
全
体
的
な
統
一
し
た
も
の

と
し
て
見
せ
て
く
れ
、
子
供
は
そ
れ
を
自
分
の
自
我
の
起
源
と
し
て
取
り

入
れ
る
の
だ
（
鏡
像
段
階
論
）。（
中
略
）
心
理
学
的
に
は
内
部
の
自
我
が

外
部
に
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
ラ
カ
ン
に
よ
れ
ば
、

外
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
自
我
と
し
て
私
を
と
ら
え
る
（
（3
（

。

「
自
我
」
と
い
う
自
分
の
像
は
、
外
部
で
あ
る
他
者
と
の
関
係
を
通
し
て
作
り

上
げ
ら
れ
た
虚
構
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
我
々
の
本
質
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
通
常
仏
教
で
は
、
自
我
は
自
立
し
た
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
、
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こ
の
自
我
に
執
着
す
る
こ
と
を
克
服
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
が
、
こ
の
自
我
で

す
ら
す
で
に
実
体
を
も
た
な
い
も
の
だ
と
い
う
精
神
分
析
の
理
論
は
、
そ
こ
か

ら
人
間
の
生
が
始
ま
る
と
い
う
原
因
と
し
て
位
置
づ
け
る
考
え
方
で
あ
り
、
仏

教
の
無
我
が
縁
起
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
ベ
ク
ト
ル
の
向
き
が
異

な
る
が
、
仏
教
が
説
く
無
我
と
同
じ
人
間
観
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
向
井
氏

は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

（
心
理
学
化
さ
れ
た
デ
カ
ル
ト
の
自
我
は
）
自
律
し
、
実
体
を
持
ち
、
統

一
し
た
意
識
的
主
体
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
支
配
者
だ
と
考
え
、
精
神
的

諸
機
能
を
統
合
す
る
中
枢
機
関
で
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
脳
内
に
住
ま

い
、
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
小
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。（
中

略
）
そ
れ
に
対
し
て
、
精
神
分
析
は
意
識
の
特
権
を
否
定
し
、
実
体
を
も

た
な
い
、
分
裂
し
た
主
体
と
い
う
も
の
を
考
え
よ
う
と
す
る
（
（3
（

（
括
弧
内
筆

者
）。

　

こ
う
し
て
人
間
は
、
本
来
の
姿
（
ラ
カ
ン
の
言
葉
で
は
対
象
）
を
自
我
に
乗
っ

取
ら
れ
て
生
を
歩
き
始
め
る
。
や
が
て
仮
想
の
主
体
は
、
代
わ
り
の
象
徴
を
得

る
こ
と
で
生
滅
す
る
と
い
う
。
そ
れ
が
象
徴
的
存
在
（
ラ
カ
ン
は
象
徴
界
と
名

づ
け
る
）
と
し
て
の
「
記
号
（
言
語
、
ラ
カ
ン
の
言
葉
で
は
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
）」

で
あ
る
。

　

象
徴
と
し
て
の
記
号
は
、「
母
親
の
存
在
欠
如
（le m

anque- à-être

）
に
同
一

化
す
る
方
法
（
（3
（

」
と
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
人
間
は
言
語
化
さ
れ
た
社
会
の
中
に

生
ま
れ
て
く
る
以
上
、
幼
児
は
想
像
界
と
象
徴
界
に
属
し
て
い
る
が
、
ま
だ
意

味
を
持
た
な
い
音
だ
け
の
言
語
を
発
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
系
列
に
並
べ

ら
れ
る
（
通
時
的
）
言
葉
を
積
み
重
ね
、
同
じ
言
語
空
間
と
し
て
の
社
会
（
共

時
的
）
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
言
葉
の
世
界
を
生
き
る
こ
と
に
な
る
（
（3
（

。

　

ラ
カ
ン
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
「
子
供
が
言
語
活
動
に
お
い
て
誕
生
す
る
時

点
（
（3
（

」
と
い
い
、「
欲
求
が
人
間
化
さ
れ
る
時
点
（
（3
（

」
と
同
じ
だ
と
い
う
。
本
稿
で

「
欲
求
」「
欲
望
」
ま
で
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
発
生
原
因
と
欲
求

と
欲
望
と
の
差
異
を
知
る
こ
と
は
、
仏
教
で
い
う
「
煩
悩
」
に
つ
い
て
現
代
的

解
釈
を
加
え
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
に
か
く
、
こ
う
し
て
象

徴
の
世
界
に
人
間
は
支
配
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
主
体
は
消
失
し
な
が
ら
、
言

語
＝
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
連
鎖
の
中
で
無
い
も
の
と
し
て
生
き
延
び
て
い
く
。
こ

の
無
い
も
の
と
し
て
の
主
体
が
「
無
意
識
の
主
体
」
と
呼
ば
れ
る
。
も
う
一
度
、

向
井
氏
の
文
章
を
確
認
し
て
み
た
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
精
神
分
析
は
意
識
の
特
権
を
否
定
し
、
実
体
を
も
た
な

い
、
分
裂
し
た
主
体
と
い
う
も
の
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
精
神
分

析
は
、
意
識
は
自
律
し
た
主
体
で
は
な
く
、
そ
の
奥
に
は
無
意
識
が
潜
ん

で
お
り
、
意
識
は
氷
山
の
一
角
で
し
か
な
い
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

主
体
を
意
識
と
無
意
識
に
分
裂
し
た
構
造
と
し
て
考
え
る
（
（3
（

。

　

こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
意
識
的
主
体
は
存
在
せ
ず
、
意
識
と
無
意
識
の
関
係

性
に
お
い
て
主
体
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
主
体
を
止
観
の
立
場

か
ら
い
う
と
、
心
を
観
察
す
る
段
階
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

主
体
と
は
「
無
意
識
の
主
体
」
で
あ
り
、
精
神
分
析
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
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存
在
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
一
瞬
生
じ
る
も
の
で
、
止
観
で
い
え
ば
具
有
し
て

い
る
三
千
と
い
う
不
可
思
議
な
る
要
因
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
心
は
三
千
の
他
者
で
あ
る
」
と
い
う
説
明
を
受
け
た
と
き
に
、

私
た
ち
が
普
通
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
心
を
不
可

思
議
境
と
名
づ
け
る
段
階
、
心
が
三
千
の
他
者
で
あ
る
と
覚
知
す
る
段
階
は
、

仏
教
に
お
い
て
は
す
で
に
修
行
者
の
領
域
で
あ
り
、
言
葉
の
域
を
超
え
た
段
階

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
言
葉
で
も
の
を
考
え
、
理
解
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
伴
っ
て
認
識
し
て
い
る
。『
摩
訶
止
観
』
で
心
が
詳
述
さ
れ
る
の
は
、
す
で

に
言
葉
を
離
れ
た
境
地
に
到
っ
た
後
、
翻
っ
て
理
解
さ
せ
る
た
め
に
言
葉
に
よ
っ

て
説
明
さ
れ
た
世
界
だ
と
考
え
ら
れ
、
不
可
思
議
な
る
も
の
を
可
思
議
化
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
精
神
分
析
で
い
う
、
無
意
識
の
主
体
を
言
葉
に
よ
っ

て
意
識
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
心
に
関
す
る
こ
の
両
者
の

説
明
は
、
実
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
私
た
ち
の
思

議
が
及
ば
な
い
心
、
意
識
化
さ
れ
な
い
心
を
言
語
化
し
た
と
き
、
心
の
姿
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
　
結

　

精
神
分
析
で
は
、
主
体
と
自
我
は
同
じ
で
は
な
い
。
総
称
し
て
自
己
と
い
う

表
現
を
使
え
ば
、
す
な
わ
ち
自
己
は
二
つ
の
側
面
を
も
つ
（
分
裂
し
て
い
る
）

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
摩
訶
止
観
』
で
い
う
観
察
対
象
と
な
る
陰
入
界
境
が

他
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
（
寸
断
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
）「
自
我
」、

観
察
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
心
の
あ
り
方
、
一
念
三
千
が
「
無
意
識
の
主
体
」

と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

た
だ
し
、
精
神
分
析
が
導
く
自
由
な
人
生
の
方
向
性
に
対
し
て
、
仏
教
は
仏

陀
と
い
う
唯
一
の
生
き
方
（
実
は
唯
一
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
）
を
選
択

す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
精
神
分
析
が
分
析
主
体
に
特
殊
性
を
顕
か
に
見

よ
う
と
す
る
以
上
、『
摩
訶
止
観
』
が
示
す
一
念
三
千
と
い
う
心
の
様
相
と
決
し

て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
無
意
識
の
主
体
」、
意
識
と
無
意
識
の
関
係
性
に
生
ず
る
主
体
こ
そ
一
念
三

千
と
い
う
心
だ
と
考
え
ら
れ
、
精
神
分
析
で
い
う
主
体
は
、
意
識
さ
れ
る
こ
と

で
、
抑
圧
さ
れ
、
や
が
て
欲
望
が
生
ま
れ
る
と
い
う
過
程
へ
と
移
行
し
て
い
く
。

今
後
継
続
し
て
、
精
神
分
析
で
い
う
欲
望
と
、
仏
教
で
い
う
煩
悩
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
内
容
を
示
す
と
は
限
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